
提

出

者

赤

嶺

政

賢

平
成
十
八
年
五
月
八
日
提
出

質
問
第
二
四
九
号

原
子
力
空
母
の
横
須
賀
基
地
へ
の
配
備
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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原
子
力
空
母
の
横
須
賀
基
地
へ
の
配
備
に
関
す
る
質
問
主
意
書

米
海
軍
は
昨
年
十
月
二
十
八
日
、
二
〇
〇
八
年
に
初
め
て
ニ
ミ
ッ
ツ
級
原
子
力
空
母
を
横
須
賀
基
地
に
配
備
す
る
と
発
表

し
、
同
日
、
政
府
は
受
け
入
れ
を
表
明
し
た
。

横
須
賀
市
民
は
じ
め
東
京
都
民
、
日
本
国
民
に
と
っ
て
、
原
子
力
空
母
の
配
備
と
い
う
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
、
政
府
は
、

国
権
の
最
高
機
関
で
あ
る
国
会
に
も
諮
ら
ず
、
し
か
も
国
民
に
対
し
て
な
ん
ら
の
説
明
も
し
な
い
ま
ま
、
容
認
し
た
こ
と
は
極

め
て
重
大
で
あ
る
。

国
民
か
ら
は
、
人
口
密
集
地
の
首
都
圏
で
の
原
子
力
空
母
の
原
子
炉
の
事
故
に
よ
る
放
射
能
漏
れ
、
一
次
冷
却
水
の
大
量
放

出
等
の
「
核
事
故
」
へ
の
不
安
と
懸
念
の
声
が
広
が
っ
て
い
る
。

政
府
は
、
な
ん
ら
の
根
拠
も
示
さ
ず
に
「
米
国
の
声
明
に
よ
り
安
全
は
保
障
さ
れ
て
い
る
」
、
「
従
来
か
ら
こ
の
問
題
に
つ

い
て
安
全
は
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
と
一
貫
し
て
判
断
し
て
い
る
」
旨
述
べ
て
い
る
が
、
安
全
性
が
確
保
さ
れ
る
と
い
う
保
障

は
な
い
。

米
空
母
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
を
は
じ
め
第
七
艦
隊
機
動
部
隊
の
旗
艦
な
ど
主
要
な
戦
力
が
横
須
賀
基
地
を
母
港
に
し
て
い
る
。

第
七
艦
隊
は
、
ア
フ
ガ
ン
、
イ
ラ
ク
戦
争
で
、
イ
ン
ド
洋
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
な
ど
に
出
動
し
て
い
る
。

一



横
須
賀
基
地
は
、
米
本
土
以
外
に
世
界
で
唯
一
、
空
母
が
母
港
と
す
る
極
東
最
大
の
海
軍
基
地
と
し
て
、
世
界
で
生
起
す
る

地
域
紛
争
へ
の
介
入
・
干
渉
の
前
進
拠
点
基
地
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

米
軍
再
編
の
下
で
、
第
七
艦
隊
の
補
給
・
修
理
・
出
撃
基
地
と
し
て
の
機
能
を
一
段
と
強
化
す
る
原
子
力
空
母
の
配
備
は
、

国
民
の
安
全
と
い
う
観
点
か
ら
も
断
じ
て
容
認
で
き
な
い
。

政
府
は
、
原
子
力
空
母
の
配
備
の
白
紙
撤
回
を
米
国
政
府
に
対
し
て
強
く
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

従
っ
て
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

原
子
力
空
母
の
横
須
賀
基
地
へ
の
配
備
受
け
入
れ
に
つ
い
て

�

米
海
軍
は
、
昨
年
十
月
二
十
八
日
、
横
須
賀
へ
の
原
子
力
空
母
を
二
〇
〇
八
年
に
配
備
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
政
府

は
、
同
日
即
時
受
け
入
れ
を
表
明
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
日
米
間
で
、
公
式
、
非
公
式
の
協
議
が
な
さ
れ
て
き
た
の
で

は
な
い
の
か
。

�

原
子
力
空
母
の
配
備
に
つ
い
て
は
、
日
米
間
で
ど
の
よ
う
な
協
議
が
な
さ
れ
て
き
た
の
か
、
公
式
、
非
公
式
の
協
議
、

日
米
双
方
の
協
議
機
関
・
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
、
政
府
が
受
け
入
れ
を
表
明
す
る
に
到
る
ま
で
の
経
緯
を
含
め
て
そ
の
概

要
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二



�

原
子
力
空
母
の
配
備
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
な
検
討
を
行
っ
て
受
け
入
れ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
の
か
。
ま

た
、
配
備
に
つ
い
て
の
政
府
の
評
価
と
判
断
を
問
う
。

�

政
府
は
、
原
子
力
空
母
の
配
備
が
「
日
本
の
安
全
及
び
極
東
に
お
け
る
国
際
の
平
和
と
安
全
の
維
持
に
寄
与
す
る
」
旨

を
述
べ
て
い
る
。

空
母
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
を
は
じ
め
第
七
艦
隊
が
配
備
さ
れ
て
い
る
横
須
賀
基
地
は
、
米
本
土
以
外
に
世
界
で
唯
一
、
空
母

が
母
港
と
す
る
極
東
最
大
の
海
軍
基
地
で
あ
る
。
し
か
も
第
七
艦
隊
は
、
大
義
な
き
イ
ラ
ク
戦
争
で
イ
ン
ド
洋
、
ペ
ル

シ
ャ
湾
に
出
動
し
戦
闘
作
戦
行
動
を
展
開
し
た
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

政
府
は
、
原
子
力
空
母
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
、
「
日
本
の
安
全
及
び
極
東
に
お
け
る
国
際
の
平
和
と
安
全
の
維
持
に
寄
与

す
る
」
と
い
う
が
、
現
実
に
は
、
横
須
賀
基
地
は
、
中
東
な
ど
世
界
で
生
起
す
る
地
域
紛
争
に
介
入
・
干
渉
す
る
た
め

の
、
米
国
の
軍
事
戦
略
上
の
前
進
拠
点
基
地
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
か
。
政
府
の
見
解

を
問
う
。

�

政
府
は
、
原
子
力
空
母
の
配
備
と
い
う
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
、
国
会
に
諮
ら
ず
、
し
か
も
国
民
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
さ
な
い
ま
ま
受
け
入
れ
を
表
明
し
た
こ
と
は
重
大
で
あ
る
。
こ
の
政
府
の
責
任
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

三



二

原
子
力
空
母
の
安
全
性
と
原
子
力
艦
の
事
故
に
つ
い
て

�

政
府
は
「
原
子
力
空
母
は
安
全
で
あ
る
」
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
何
を
根
拠
に
「
安
全
」
と
い
う
の
か
、
そ
の

根
拠
と
理
由
を
詳
細
か
つ
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

�

一
九
六
四
年
の
米
国
政
府
の
書
簡
「
エ
ー
ド
メ
モ
ワ
ー
ル
」
及
び
同
年
の
米
国
声
明
、
一
九
六
七
年
の
エ
ー
ド
メ
モ

ワ
ー
ル
、
そ
し
て
二
〇
〇
六
年
四
月
の
「
合
衆
国
原
子
力
軍
艦
の
安
全
性
に
関
す
る
フ
ァ
ク
ト
・
シ
ー
ト
」
が
、
何
故
、

原
子
力
空
母
の
安
全
性
を
裏
付
け
、
担
保
す
る
も
の
に
な
る
の
か
、
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

�

麻
生
外
務
大
臣
は
、
本
年
二
月
十
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
「
エ
ー
ド
メ
モ
ワ
ー
ル
等
々
の
内
容
を
厳
格
に
実
行
す

る
旨
を
改
め
て
外
務
省
と
い
た
し
ま
し
て
も
文
書
の
形
で
求
め
て
お
り
ま
し
て
、
こ
れ
を
向
こ
う
か
ら
確
約
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
趣
旨
の
答
弁
を
し
て
い
る
。

外
務
省
が
米
国
政
府
に
文
書
の
形
で
求
め
た
も
の
と
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
文
書
な
の
か
。
ま
た
、
米
側
が
何
を
確

約
し
た
の
か
。

�

そ
れ
は
、
新
た
な
エ
ー
ド
メ
モ
ワ
ー
ル
を
日
米
間
で
文
書
に
よ
っ
て
取
り
交
わ
す
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
明
確
に
答
え

ら
れ
た
い
。

四



�

米
国
政
府
か
ら
は
、
原
子
力
空
母
の
艦
の
設
計
、
原
子
炉
に
係
る
技
術
、
運
行
に
係
る
技
術
情
報
等
の
提
供
は
な
さ
れ

ず
、
ま
た
事
故
防
止
の
た
め
の
艦
内
へ
の
日
本
側
の
立
ち
入
り
調
査
は
、
軍
事
機
密
等
の
た
め
に
一
切
で
き
な
い
の
で
は

な
い
の
か
。

�

政
府
は
、
「
両
国
の
信
頼
関
係
」
、
「
米
国
政
府
の
説
明
」
と
「
合
衆
国
原
子
力
軍
艦
の
安
全
性
に
関
す
る
フ
ァ
ク

ト
・
シ
ー
ト
」
等
で
、
「
安
全
性
は
確
保
さ
れ
る
」
と
判
断
し
て
い
る
が
、
よ
り
詳
細
な
デ
ー
タ
を
米
側
に
求
め
て
、
技

術
的
、
科
学
的
か
つ
厳
格
な
検
討
を
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

�

原
子
力
空
母
の
安
全
性
が
、
「
両
国
の
信
頼
関
係
」
に
よ
っ
て
確
保
で
き
る
と
で
も
考
え
て
い
る
の
か
。

�

横
須
賀
基
地
で
、
原
子
力
空
母
が
原
子
炉
の
事
故
を
起
こ
す
と
、
南
風
の
条
件
で
は
死
の
灰
が
横
浜
、
東
京
な
ど
首
都

圏
一
帯
に
降
下
し
、
十
万
人
以
上
が
死
亡
し
放
射
線
被
害
者
等
多
数
の
被
害
が
発
生
す
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
政
府
は
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
日
米
間
で
検
討
・
協
議
し
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

�

原
子
力
艦
は
、
原
子
炉
を
衝
撃
に
さ
ら
さ
れ
や
す
い
狭
い
艦
内
に
搭
載
し
て
お
り
、
危
険
な
要
因
を
多
数
抱
え
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
米
国
の
市
民
団
体
な
ど
の
調
査
に
よ
り
、
原
子
力
艦
の
放
射
能
漏
れ
、
乗
組
員
の
被
曝

事
故
、
原
子
炉
の
事
故
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

五



一
九
九
九
年
十
一
月
、
原
子
力
空
母
ス
テ
ニ
ス
が
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
湾
内
で
座
礁
事
故
の
た
め
に
冷
却
水
循
環
ポ
ン
プ
が

故
障
し
原
子
炉
が
緊
急
停
止
す
る
と
い
う
事
故
寸
前
の
事
態
を
起
こ
し
て
い
る
。

一
九
九
四
年
に
は
、
原
子
力
空
母
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
が
、
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
で
修
理
中
に
原
子
炉
室
で
火
災
が
発
生

し
、
放
射
能
物
質
漏
れ
が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、
横
須
賀
に
お
い
て
過
去
数
回
、
原
潜
の
入
航
中
に
異
常
放
射
能
が
観

測
さ
れ
て
お
り
、
一
九
六
三
年
に
は
、
米
国
内
で
原
潜
ス
レ
ッ
シ
ャ
ー
号
が
沈
没
事
故
を
起
こ
し
て
い
る
。
政
府
は
こ
れ

ら
の
事
実
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
の
か
。

��

こ
の
際
、
原
潜
を
は
じ
め
と
す
る
原
子
力
艦
の
国
内
で
の
事
故
等
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
時
系
列
に
沿
っ
て
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

��

米
海
軍
の
原
子
力
空
母
を
は
じ
め
と
す
る
原
子
力
艦
の
海
外
（
米
本
土
を
含
め
て
）
に
お
け
る
事
故
等
の
概
要
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。

三

原
子
力
空
母
の
横
須
賀
基
地
で
の
原
子
炉
等
の
補
修
・
修
理
に
つ
い
て

�

原
子
力
空
母
の
原
子
炉
以
外
の
補
修
・
修
理
は
行
う
の
か
、
ま
た
原
子
炉
及
び
関
連
設
備
の
補
修
・
修
理
は
ど
う
か
。

�

横
須
賀
基
地
は
、
原
子
炉
管
理
施
設
、
原
子
炉
冷
却
用
ポ
ン
プ
を
動
か
す
質
の
高
い
電
気
供
給
、
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
の
改

六



良
等
の
施
設
整
備
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
工
事
は
す
べ
て
完
了
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
継
続
中
な
の

か
。

�

横
須
賀
基
地
に
係
る
施
設
整
備
の
詳
細
と
工
事
の
進
捗
状
況
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

こ
う
し
た
施
設
整
備
に
よ
っ
て
、
原
子
力
空
母
の
原
子
炉
の
補
修
・
修
理
は
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
の
か
。

�

政
府
は
「
横
須
賀
で
の
原
子
炉
の
修
理
は
し
な
い
」
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

�

原
子
炉
の
補
修
・
修
理
は
、
米
本
国
で
行
う
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
そ
れ
は
日
米
間
で
了
解
、
も
し
く
は
合
意
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
の
か
。

�

米
海
軍
の
「
原
子
力
空
母
規
格
」
に
よ
れ
ば
、
日
常
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
と
し
て
一
次
冷
却
水
、
フ
ィ
ル
タ
ー
、

原
子
炉
の
部
品
な
ど
の
放
射
能
汚
染
物
質
の
交
換
・
修
理
の
作
業
が
行
わ
れ
、
そ
の
た
め
の
放
射
能
管
理
施
設
が
必
ず
必

要
と
さ
れ
て
い
る
。

横
須
賀
基
地
に
原
子
炉
管
理
施
設
が
整
備
さ
れ
た
場
合
に
は
、
原
子
炉
等
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
は
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
の
か
。

�

当
該
施
設
で
、
原
子
炉
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
す
な
わ
ち
維
持
・
管
理
の
一
環
と
し
て
、
原
子
炉
の
補
修
・
修
理
を
行
う

七



こ
と
に
な
ら
な
い
の
か
、
明
確
に
答
え
ら
れ
た
い
。

四

原
子
力
空
母
の
原
子
炉
等
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
対
処
に
つ
い
て

�

政
府
は
、
原
子
力
空
母
の
原
子
炉
等
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
対
処
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、

ま
た
発
生
し
た
場
合
の
対
処
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
、
具
体
的
か
つ
詳
細
に
答
え
ら
れ
た
い
。

�

米
海
軍
だ
け
で
は
対
処
で
き
な
い
場
合
も
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
、
日
本
が
把
握
し
て
い
る
空
母
の
構
造
等

の
限
ら
れ
た
情
報
で
、
有
効
な
対
処
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

�

原
子
力
空
母
の
原
子
炉
等
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
対
処
に
つ
い
て
、
日
米
間
で
な
ん
ら
か
の
取
決
め
を
行
う
つ
も

り
か
。

�

政
府
は
、
横
須
賀
市
を
は
じ
め
周
辺
地
域
の
地
方
自
治
体
と
の
間
で
ど
の
よ
う
な
事
故
等
の
対
策
、
対
応
策
を
考
え
て

い
る
の
か
、
具
体
的
に
答
え
ら
れ
た
い
。

五

原
子
力
空
母
の
配
備
は
、
横
須
賀
基
地
の
機
能
を
一
層
強
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
民
の
安
全
に
と
っ
て
重
大
な
問
題
で

あ
る
。

政
府
は
、
原
子
力
空
母
の
配
備
の
白
紙
撤
回
を
米
国
政
府
に
強
く
申
し
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
政
府
の

八



見
解
を
問
う
。

右
質
問
す
る
。

九


